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(57)【要約】
【課題】液晶表示ユニット間のデッドスペースを減らす
ことである。
【解決手段】反射板ケース２１の側面には段差が形成さ
れ、段差の側面に凹部が形成されている。表示制御基板
３５は、その凹部に左端部が挿入され、右端部の穴及び
反射板ケース２１の穴にプラスチック性のピン等を圧入
して表示制御基板３５を固定する。これにより、表示制
御基板３５の部品の高さを反射板ケース２１の側面より
低くできる。
【選択図】図２



(2) JP 2011-237817 A 2011.11.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部に向かって広がる方向に傾斜した内側面に反射板を有するケースと、
　前記ケースの前記内側面の奥側に配置されるバックライトと、
　液晶パネルとを備え、
　前記ケースの前記開口部に向かって広がる方向に傾斜した外側面に段差を設けることに
より、該外側面に配置され、前記液晶パネルを駆動するプリント基板に実装される部品の
高さを該外側面の該開口部側の端部より低くさせ、
　前記段差の低い方の面に沿って前記段差の側面に凹部を設けることにより、該段差の低
い方の面に沿って前記プリント基板の端部を該凹部に挿入する形で該プリント基板を配置
可能にした液晶表示ユニット。
【請求項２】
　前記ケースの裏面側にバックライトの点灯を制御するバックライト駆動用基板を着脱可
能に取り付けたことを特徴とする請求項１記載の液晶表示ユニット。
【請求項３】
　開口部に向かって広がる方向に傾斜した内側面に反射板を有するケースと、
　前記ケースの前記内側面の奥側に配置されるバックライトと、
　液晶パネルとを有する液晶表示ユニットを、複数配列し、
　前記液晶表示ユニットの前記ケースの前記開口部に向かって広がる方向に傾斜した外側
面に段差を設けることにより、該外側面に配置され、前記液晶パネルを駆動するプリント
基板に実装される部品の高さを該外側面の該開口部側の端部より低くさせ、
　前記段差の低い方の面に沿って前記段差の側面に凹部を設けることにより、該段差の低
い方の面に沿って前記プリント基板の端部を該凹部に挿入する形で該プリント基板を配置
可能にした表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示ユニット及び複数の液晶表示ユニットを配列して構成される表示装
置に係り、さらに詳しくは液晶表示ユニットのプリント基板の取り付け構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネルと、その液晶パネルを取り付けるケースと、液晶パネルの表示を制御する表
示制御基板等からなる液晶表示ユニットを、多数配列して表示装置を構成することが行わ
れている。
　従来、液晶パネルの表示を制御する表示制御基板は、液晶表示パネルの裏側、側面、あ
るいは液晶表示ユニットの両側面に取り付けられていた。図３は、従来の液晶表示ユニッ
ト１１を側面から見た図である。図３に示す液晶表示ユニット１１は、ケースの上下の側
面に液晶パネルの表示を制御する表示制御基板１２が取り付けられている。この表示制御
基板１２には液晶駆動用ＩＣ１３等が搭載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭５９－５０４２５号公報
【特許文献２】特開平３－７９８５号公報
【特許文献３】実願平１－７１９０９号（実開平３－１１２２５号）のマイクロフィルム
【特許文献４】特開平７－９２４５４号公報
【特許文献５】特開昭６２－２７８５３２号公報
【特許文献６】特開平８－７６１１８号公報
【特許文献７】特開平１１－７０１３号公報
【発明の概要】



(3) JP 2011-237817 A 2011.11.24

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した従来の表示制御基板１２の取り付け構造では、液晶表示ユニット１１のケース
を基準にした場合、プリント基板に搭載された部品の高さの分だけ外形寸法が大きくなる
。そのため、多数の液晶表示ユニット１１を配列して構成される表示装置では、隣接する
液晶表示ユニット１１の上下の側面（あるいは左右側面）を、プリント基板に搭載される
部品の高さの分だけ離す必要がある。その結果、表示装置全体で１つの画像を表示したと
きに、ある液晶表示ユニットが表示する画像とその上側及び下側、あるいは左右の液晶表
示ユニットが表示する画像の境界部分に隙間が生じるので画像が非常に見づらいものとな
る。
　本発明の課題は、液晶表示ユニット間のデッドスペースを減らすことである。他の課題
は、液晶表示ユニットを複数配列して構成される表示装置において、液晶表示ユニット間
の隙間を小さくすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の液晶表示ユニットは、開口部に向かって広がる方向に傾斜した内側面に反射板
を有するケースと、前記ケースの前記内側面の奥側に配置されるバックライトと、液晶パ
ネルとを備え、前記ケースの前記開口部に向かって広がる方向に傾斜した外側面に段差を
設けることにより、該外側面に配置され、前記液晶パネルを駆動するプリント基板に実装
される部品の高さを該外側面の該開口部側の端部より低くさせ、前記段差の低い方の面に
沿って前記段差の側面に凹部を設けることにより、該段差の低い方の面に沿って前記プリ
ント基板の端部を該凹部に挿入する形で該プリント基板を配置可能にした。
　この発明によれば、液晶表示ユニットの側面に取り付けられるプリント基板の部品の高
さを低く抑えることができるので、複数の液晶表示ユニットを配列して表示装置を構成す
るときに、隣接する液晶表示ユニット間の隙間を小さくできる。
　このように構成することで、ケースにプリント基板を取り付ける場合に、プリント基板
の端部を段差の側面の凹部に挿入することでプリント基板を簡単に固定することができる
。
　本発明の表示装置は、上記液晶表示ユニットを複数配列して表示装置を構成する。
　この発明によれば、プリント基板に搭載される部品の高さが液晶表示ユニットのケース
の側面と同等か、それより低くなるので、複数の液晶表示ユニットを配列して表示装置を
構成する場合に、隣接する液晶表示ユニットの表示部と表示部との間の隙間を小さくでき
る。これにより、複数の液晶表示ユニットで表示される画像の境界部分が目立たなくなる
ので表示品質が向上する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、液晶表示ユニットのケースの側面と同等か、それ以下にプリント基板
に搭載された部品の高さを抑えることができ、複数の液晶表示ユニットを配列して構成す
る表示装置において、隣接する液晶表示ユニットの間の隙間を小さくできる。これにより
、隣接する液晶表示ユニットで表示される画像の間の隙間が小さくなるので表示装置の表
示品質を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】（Ａ）～（Ｃ）は反射板ケースの正面図、右側面図及び断面図である。
【図２】液晶表示ユニットの正面図及び側面図である。
【図３】従来の液晶表示ユニットの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。図１（Ａ）～（Ｃ）は、本発明
の実施の形態の液晶表示ユニット３１の反射板ケース２１の正面、側面及び断面図である
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。図１（Ｃ）の断面図は、図１（Ａ）の正面図の中央部分を水平方向に切断したときの断
面を示している。
　図１（Ｃ）に示す反射板ケース２１の前面の開口部２９には、バックライトから放射さ
れる光を拡散する拡散板（図示せず）が配置され、その拡散板の上に液晶パネル（図２（
Ａ）参照）が配置される。
　反射板ケース２１には、図１（Ａ）に示すように背面に垂直方向に延びる４個の長穴２
２が設けられている。この長穴２２は、図１（Ｃ）の断面図に示すように反射板ケース２
１の上下内側面２３ａ、２３ｂを貫通している。この長穴２２には、バックライトとして
使用される陰極管（例えば、冷陰極管）が挿入される。
　反射板ケース２１の上下内側面２３ａ、２３ｂ及び左右内側面２３ｃ、２３ｄは、図１
（Ｃ）に示すように、長穴２２に挿入される冷陰極管の光を前方に配置される液晶パネル
３２の方向に反射させるために前面の開口部２９から背面に向かって内側に傾斜している
。
　図１（Ｂ）の右側面図に示すように、反射板ケース２１の上下の外側面２４ａ、２４ｂ
には２段の段差２５ａ、２５ｂ、２６ａ、２６ｂが形成されている。１番目の段差２５ａ
、２５ｂと２番目の段差２６ａ、２６ｂとの境目の側面にそれぞれ凹部２７ａ、２７ｂが
形成され、２番目の段差２６ａ、２６ｂの右端部に穴２８が設けられている。そして、凹
部２７ａ、２７ｂに液晶パネルの表示を制御する表示制御基板（プリント基板）の端部が
挿入され、右端部の穴２８に表示制御基板を固定するためのピン、ネジ等を圧入し、ある
いはネジ止めできるようになっている。
　次に、図２（Ａ）、（Ｂ）は、液晶表示ユニット３１の外観正面図及びその右側面図で
ある。拡散板及び液晶パネル３２は、上述した反射板ケース２１の開口部２９の上に載せ
られ、取り付け板３３により固定されている。取り付け板３３の上下の端部の一部が９０
度折り曲げられ、折り曲げられた部分に穴３４が形成されている。この穴３４にネジ等を
挿入して液晶表示ユニット３１を表示装置の取り付け枠に固定するようになっている。
　図２（Ｂ）に示すように、反射板ケース２１の２段目の段差２６ａ及び２６ｂの上に表
示制御基板３５が取り付けられ、反射板ケース２１の裏面側には、バックライトの点灯を
制御するバックライト駆動用基板３６が着脱可能に取り付けられている。表示制御基板３
５と液晶パネル３２はフレキシブル基板等により接続されている。
　なお、図２（Ｂ）には示されていないが、反射板ケース２１の内部にバックライトとし
て使用されるＵ字状の２本の冷陰極管が収納されており、メンテナンス時には、バックラ
イト駆動用基板３６を取りはずことで、冷陰極管を交換することができる。
　表示制御基板３５を反射板ケース２１に取り付けるときには、反射板ケース２１の２番
目の段差２６ａの左側の凹部２７ａに表示制御基板３５の左端部を挿入し、表示制御基板
３５側の右端部の穴と反射板ケース２１の穴２８にプラスチック性のピン等を圧入して表
示制御基板３４を固定する。下側の表示基板３５も同様にして固定する。
　上述したように反射板ケース２１に段差を設け、段差の下側に表示制御基板を取り付け
ることで、表示制御基板３５に搭載されているＩＣ３７等の部品の高さが、液晶表示ユニ
ット３１の上下側面３８ａ、３８ｂと同等か、それより低くなる。これにより、液晶表示
ユニット３１を複数配列して表示装置を構成する場合に、隣接して配置される液晶表示ユ
ニット３１のプリント基板に搭載された部品が接触しないように、液晶表示ユニット３１
を離して配置する必要が無くなる。従って、表示装置全体で１つの画像を表示する場合に
、１つの液晶表示ユニット３１で表示される画像と隣の液晶表示ユニット３１で表示され
る画像との隙間が小さくなるので表示品質が向上する。
　なお、上述した実施の形態は、反射板ケース２１の上下側面に設ける段差を２段にした
が、段差の数は２段に限らず、１段でも良いし、２段以上でも良い。また、反射板ケース
２１にプリント基板を固定する方法は、ケース２１の段差の側面に凹部を設けてピン、ネ
ジ等で固定する方法に限らず他の方法で固定しても良い。例えば、反射板ケース２１に爪
状の部分を設けそれによりプリント基板を固定するようにしても良い。
　また、反射板ケース２１の段差２６ａ、２６ｂをケース２１の内側に傾斜させても良い
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。このように構成することで、段差２６ａ、２６ｂの上に表示制御基板３５を取り付けた
ときに、表示制御基板３５に搭載される部品の高さを反射板ケース２１の側面より低くで
きる。
　さらに、プリント基板は、液晶表示ユニット３１の上下側面でなく、左右側面に取り付
けるようにしても良い。また、上述した実施の形態では、反射板ケース２１の側面に取り
付けた表示制御基板３５と液晶パネル３２をフレキシブル基板により接続するようにした
が、表示制御回路をフレキシブル基板に搭載し、そのフレキシブル基板をケースの側面に
取り付けようにしても良い。
　また、バックライトとして冷陰極管を用いた場合について説明したが、これに限らず、
蛍光管、ＥＬ、ＬＥＤ等の他の発光素子を用いることもできる。
【符号の説明】
【０００９】
２１　　　反射板ケース
２２　　　長穴
２５ａ、２５ｂ、２６ａ、２６ｂ　　　段差
２７　　　凹部
３１　　　液晶表示ユニット
３２　　　液晶パネル
３３　　　取り付け板
３５　　　表示制御基板
３６　　　バックライト駆動用基板

【図１】 【図２】
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